
「ヒューマン・ヘルスケア」の
ロゴマークにナイチンゲール
直筆の文字を使いました。
治療する側の発想だけでなく、
ベッドの上にいらっしゃる方々の
視線で医療を見つめることの
大切さ。みずから志し傷ついた
人の看護に身を捧げた彼女
の行動のあり方にエーザイの
思いがこめられています。

（第2四半期累計）

2008年4月1日から
2008年9月30日まで

第97期中間報告

株主の皆様へ

http://www.eisai.co.jp



株式に関するお問合せ先
エーザイ株式会社 総務部

〒112-8088　東京都文京区小石川4-6-10
TEL: 0120-501-217（通話料無料）

 平日9：00～17：00

商品に関するお問合せ先
エーザイ株式会社 お客様ホットライン室
TEL: 0120-161-454（通話料無料）

平日9：00～18：00／土、日、祝日9：00～17：00

お問合せ先
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　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄の

こととお慶び申しあげます。

　私どもの常に変わらぬ使命は、患者様価値の増大

にあります。患者様価値は①未だ満たされていない

医療ニーズの充足、②高品質製品の安定供給、③有用

性情報の提供の三つによって向上すると考えており

ます。この考えを実現する取り組みの一貫として、

当社は、がん領域の充実に努めております。ご承知の

ように、先般米国MGI社を買収いたしましたが、その

結果、第2四半期ではがん関連製品が、累計売上高

の10％を占める結果となりました。成長領域である

がん領域における企業買収・製品買収の成果が

しっかりと現れつつあります。

　主力製品アリセプトは、わが国における医療用医薬品

の上位30品目の中で最も高い成長を示しております。

地道なhhc（ヒューマン・ヘルスケア）活動、特に疾病に

なっても安心して暮らせる「まちづくり」への取り組みの

成果が、徐 に々現れてきていると考えております。

　将来の成長基盤となる研究開発の主要テーマも

順調に進行しております。低分子医薬に加え、抗体

や治療用DNAワクチン等のバイオロジクスについて

も取り揃えが進んでおり、多彩な治療手段の創出が

期待できる状況にあります。現代においても増加する、

未だ満たされていない医療ニーズに、新薬をもって

応える使命に果敢に挑戦を続ける所存でございます。

　株主の皆様の変わらぬご支援、ご指導、ご鞭撻を

お願い申しあげます。

2008年11月

「患者様を主役とし世界の多様な
 医療ニーズに対応する」
 エーザイの企業理念を実現し、
  確たる成長をめざします。

取締役兼代表執行役社長
兼最高経営責任者(CEO)

株主の皆様へ



　株主還元については、連結
業績ならびに純資産配当率
（DOE）等を勘案し、株主の皆
様へ継続的・安定的な配当を
実施してまいります。
　当中間（第2四半期末）配
当金は、上記の基本方針なら
びに1株当たりのキャッシュ・
インカムの成長性を踏まえ、
1株当たり70円（前年同期
より5円増）とさせていただき
ます。

第2四半期累計決算の状況

株主還元について

売上高

がん領域製品および主力製品の売上高

（単位：億円）
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■ キャッシュ・インカムとは
　成長投資、事業開発、配当支払、借入返済等に使用可能な
キャッシュの総額であり、キャッシュ創出力を表すもの（企業の成
長性・戦略を検証する尺度）であると考えております。
算式：当期純損益＋有形・無形固定資産減価償却費
        ＋インプロセス 研究開発費*＋のれん償却額＋減損損失
＊特定の研究活動の目的で利用され、将来他の目的に使用できない資産であり、
研究開発費として一括して計上される費用

177

■ 実業ベース
　企業活動の実態を見るため、GAAPベース（現行の会計基準ベース）から2008年1月のMGI PHARMA, INC.買収に伴う
企業結合会計特有の処理（非キャッシュ項目）を除き算出しております。

（単位：億円）

 （GAAPベース） （実業ベース）  （GAAPベース） （実業ベース）

 2007年度 2007年度 前期比 2008年度 2008年度 前年同期比 
 通期 通期 （％） 第2四半期累計 第2四半期累計 （％）

売上高 7,343 7,343 108.9 3,988 3,988 109.9
　売上原価 1,188 1,133 103.7 792 689 126.2
　研究開発費 2,254 1,378 127.3 780 776 121.6
　販売費・一般管理費 3,723 3,723 106.0 1,950 1,904 101.6
営業利益 177 1,108 105.3 465 619 108.5
経常利益 189 1,119 101.3 436 590 99.0
当期純利益（△損失） △170 707 100.2 287 403 102.3

売上原価 55
研究開発費 876
法人税ほか △53

企業結合会計処理
MGI PHARMA, INC. 
買収における影響

売上原価 103
研究開発費 4
販管費 46

企業結合会計処理
MGI PHARMA, INC. 
買収における影響
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日本
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日本
1,663億円
41.7％
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101億円 2.5%
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291億円
7.3%

北米
1,874億円
47.0%

がん領域製品
69億円
1.9%

がん領域製品
396億円
9.9％

中国
60億円
1.5%

アリセプト
1,409億円
38.8%

アリセプト
1,526億円
38.3%パリエット／

アシフェックス
922億円 25.4%

パリエット／
アシフェックス
826億円 20.7%

（数字は四捨五入表示）

（単位：億円）

 2007年度通期 前期比（％） 2008年度第2四半期累計 前年同期比（％） 
 キャッシュ・インカム 1,055 108.1 583 105.3

■ キャッシュ・インカム



トピックス

がん領域の充実最優先テーマの進捗状況
　当社はライガンド社（米国）からの抗がん剤4品目の製品買収
（2006年10月）やバイオベンチャー企業のモルフォテック社
（米国）買収（2007年4月）など、がん領域の研究開発力と事業
基盤の強化を進めてまいりました。そして、2008年1月には、がん・
救急治療に強みを持つMGIファーマ社（米国）を買収し、がん
領域への本格参入を果たしました。同社の数多くの製品や開発品
と当社のグローバルな開発力、販売網を活用し、がん領域に
おける可能性を最大限に引き出していく方針です。

が
ん
領
域
に
お
け
る
多
様
な
ア
ン
メ
ッ
ト・メ
デ
ィ
カ
ル・ニ
ー
ズ
の
充
足

低分子薬

新規細胞分裂阻害（E7389、E7974）
細胞分化増殖制御（E6201、Dacogen、Targretin、
                         Panretin、Gliadel Wafer、irofulven）
新規作用機序（E7070、E7107）
血管新生阻害（E7820、E7080）
がん治療の増感作用（GPI21016）

抗体医薬・毒素融合タンパク
モノクローナル抗体（MORAb－003、MORAb－004、
                         MORAb－009、MORAb－028）
ジフテリア毒素製剤（Ontak）

治療用ワクチン
DNAワクチン（amolimogene、ZYC300）
ワクチンアジュバント（E6020）

支持療法
がん化学療法に伴う悪心・嘔吐（Aloxi）
口腔粘膜炎（Saforis）
血小板減少症（AKR－501）
がん化学療法に伴う神経障害（GCPⅡ阻害剤）

MGI ライガンドモルフォテック

微小管伸長阻害剤「E7389」
（乳がん・非小細胞肺がん・前立腺がん・肉腫）
　乳がんでは、欧米でフェーズⅢ試験、日本でフェーズⅡ
試験が進行中、2009年度の日・米・欧の同時申請をめざ
しております。非小細胞肺がんは米国で、前立腺がんは
欧米で、肉腫は欧州で、それぞれフェーズⅡ試験が進行中
です。

エンドトキシン拮抗剤「E5564」
（重症敗血症）
　2009年度の日・米・欧の同時申請をめざし、国際共同
治験であるフェーズⅢ試験を実施しております。

アリセプトの新適応と新剤形の追加
（小児における有用性・経皮吸収型テープ製剤・徐放製剤）
　米国では、小児における有用性を検討するためのフェー
ズⅢ試験を実施しております。新剤形としては、週1回の
貼付をめざした経皮吸収型テープ製剤を開発しており、
現在フェーズⅠ試験が進行中です。また、欧米での徐放
製剤のフェーズⅢ試験も進行中で、それぞれ2009年度の
申請をめざしております。

研究開発の状況

　当社では最優先で進める4つの開発テーマを選定し、新薬
をいち早く患者様にお届けできるよう努めております。

ヒュミラ皮下注40mg
シリンジ0.8mL

ホットミン

モルフォテック社の卵巣がん治療剤MORAb－003、すい臓
がん治療剤MORAb－009、欧州委員会がオーファンドラッグ
（希少疾患治療薬）に指定

医療用医薬品「バファリン 81mg錠」、「バファリン 330mg錠」、
日本国内における独占的販売権許諾に関する契約をライオン
株式会社、ブリストル・マイヤーズ株式会社と締結

非イオン性造影剤「イオメロン350」、「イオメロン350シリ
ンジ」、肝臓領域のダイナミックコンピューター断層撮影に
おける造影に関する用法・用量等の追加承認を取得

関節リウマチ治療剤「ヒュミラ皮下注40mg
シリンジ0.8mL」を新発売

プロトンポンプ阻害型抗潰瘍剤「アシフェック
ス20mg」、米国で青年期逆流性胃食道炎の
短期治療に係る適応追加承認を取得

「Aloxi注射剤」、米国で術後の悪心・嘔吐予防の効能・効果を
追加、販促開始

骨粗鬆症治療剤「アクトネル錠17.5mg」、骨ページェット病に
かかる効能・効果の追加承認を取得

プロトンポンプ阻害型抗潰瘍剤「アシフェックス」、米国での
特許侵害訴訟の控訴審で全面的に勝訴

糖尿病性神経因性疼痛治療剤「α－Lipon 300 Stada」、
中国での販売等に関わるライセンス契約をヘルスビジョン
エンタープライズ社と締結

低悪性度非ホジキンリンパ腫治療剤ベンダムスチン塩酸塩、
ライセンス契約をシンバイオ製薬株式会社と締結

制吐剤「Aloxiカプセル」、米国で化学療法に伴う急性悪心・
嘔吐予防の承認を取得

末梢の血の巡りを良くして手足の
冷えや肩こりに効く一般用医薬品
「ホットミン」を新発売

にきび、肌あれに効く一般用医薬品
ドリンク剤「チョコラBBドリンクビット」を新発売

皮膚Ｔ細胞リンパ腫治療剤「Ontak」、米国FDAが完全
承認
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8月
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10月
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7月
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7月

7月

6月

5月

5月

4月

AMPA受容体拮抗剤「E2007」
（神経因性疼痛・てんかん）
　神経因性疼痛は、欧米でフェーズⅡ試験が進行中で、
2010年度の申請をめざしております。てんかんについて
は、欧米でフェーズⅢ試験が進行中で、2012年度の申請
をめざしております。



株式の状況

発行可能株式総数 1,100,000,000株

発行済株式総数 296,566,949株

うち自己株式数  11,656,846株

株　　主　　数 62,747名

（2008年9月30日現在）

（2008年9月30日現在）

大株主（上位10位）

株式に関するメモ ２００９年１月５日施行予定の
株券電子化実施に伴うお知らせ

事 　 業 　 年 　 度 4月1日～翌年3月31日
期末配当金受領株主
確 　 　 定 　 　 日 

3月31日

中間配当金受領株主
確 　 　 定 　 　 日 

9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月

株 主 名 簿 管 理 人 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

同 　 連 　 絡 　 先 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部
 〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
 TEL: 0120-232-711（通話料無料）

同 　 取 　 次 　 所 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 全国各支店
 野村證券株式会社 全国本支店

上 場 証 券 取 引所 東京・大阪

公  告  の  方  法 電子公告により行う
公告掲載ＵＲＬ http://www.eisai.co.jp/fr/index.html

『株式に関するお手続き用紙のご請求について』
株式に関するお手続き用紙（届出住所等の変更届、配当金振込
指定書、単元未満株式買取請求書等）のご請求は、以下のお電話
ならびにインターネットにより24時間受け付けております。
TEL: 0120-244-479（通話料無料）
インターネットホームページ　http://www.tr.mufg.jp/daikou

『株券電子化後の留意事項』
●各種お手続きは、原則として口座を開設されている証券会社経由で
行っていただきます。

●これにより、上記『株式に関するお手続き用紙のご請求について』で
お手続きいただけるのは、特別口座に記録された株式に関してのみ
となります。
●株主名簿管理人の取次所での取次業務は廃止となります。
●野村證券株式会社は株主名簿管理人および特別口座管理機関の
取次業務はいたしません。

●未受領の配当金のお支払いは、引き続き株主名簿管理人である三菱
UFJ信託銀行の本支店でお手続きいたします。

ただし、やむを得ない事由が生じた場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

１．特別口座について
（１）口座残高の記帳
　株券保管振替制度をご利用でない株主様ご所有の
株式は、当社が三菱UFJ信託銀行で開設する特別口座に
記録され、その株式数等のご案内は、2009年２月上旬頃に
お届けのご住所宛にお送りする予定です。

（2）記録された株式に関するお手続き
　特別口座に記録された株式に関するお手続き（株主様の
口座への振替請求・単元未満株式買取請求・お届出住所の
変更・配当金の振込指定等）は、2009年1月26日（月）以降
になります。株券電子化実施後、下記の連絡先にお問合せ
ください。

2．株券電子化前後における単元未満株式買取請求について
（１）株券保管振替制度をご利用でない単元未満株式に

関するご請求
　2009年1月5日（月）から2009年1月25日（日）まで受付
をいたしません。また、2008年12月25日（木）から12月
30日（火）までのご請求受付分の買取価格はご請求受付日の
終値を適用いたしますが、買取代金のお支払いは2009年
1月30日(金)とさせていただきます。

（2）株券保管振替制度をご利用の単元未満株式に関する
ご請求

　株券電子化実施の前後は、一定期間お取引の証券会社で
お取次ぎを行わないと承っております。具体的な日程につい
ては、証券会社により異なることが考えられますので、お取引先
の証券会社にお問合せください。

株券電子化に関するＱ＆Ａについては、証券決済制度改革
推進センターのホームページをご参照ください。
（http://www.kessaicenter.com/kaikaku/kabuken10aa.pdf）
株券電子化に関するご相談は、 「株券電子化コールセンター」
へお問合せください。
TEL：0120-77-0915（通話料無料　平日・土曜／9：00～17：00）

エーザイ株式会社のホームページにも株券電子化に関する
ご案内をしております。
（http://www.eisai.co.jp/ir/e-cert.html）

〒137-8081　
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL: 0120-232-711（通話料無料）

連絡先

＊持株数は切捨表示しております。
＊自己株式11,656千株（3.93％）は、議決権がないため除いております。
＊ウェリントン・マネジメント・カンパニー・エルエルピーから、2008年8月7日付
で提出された大量保有報告書（変更報告書）により、2008年7月31日現在で
24,483千株（8.26％）を保有している旨の報告を受けておりますが、当社と
して当第2四半期末における実質所有株式数を確認することができないため除
いております。
＊株式会社三菱UFJフィナンシャル・グループから、同グループ4社の共同保有と
して2008年10月20日付で提出された大量保有報告書により2008年10月
13日現在で14,889千株（5.02%）を保有している旨の報告を受けております。

株　主　名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本生命保険相互会社 15,344 5.17
日本マスタートラスト
信託銀行株式会社
（信託口） 

15,165 5.11

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社
（信託口） 

14,747 4.97

株式会社埼玉りそな銀行 12,398 4.18
ザ チェース マンハッタン 
バンク エヌエイ ロンドン 
エスエル オムニバス 
アカウント 

10,407 3.51

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社
（信託口4G） 

7,777 2.62

エーザイ従業員持株会 5,847 1.97
野村證券株式会社 5,098 1.72
住友生命保険相互会社 5,015 1.69
株式会社みずほ
コーポレート銀行 4,680 1.58


